
 

  

資料 ５ 

●１人の人が１分以上話を独占しないようにしましょう 

グループワークは、限られた時間内で行います。より多くの人が質問できるよう、また聞くことができるよ

うに配慮してください。一人で話を独占してしまう、また、一言もしゃべらなかったということがな

いようにご協力をお願い致します。 

 

●発言に対する批判はやめましょう 

グループワークは討論会ではありません。発言に対する批判はしないでください。質問や発言の内容にど

のような背景があるのか、発言者の立場になって考えてみるという事が大切です。 

 

しまⅣ 市民懇談会の開催について 

 

①  テーマ 

米原市の子どもたちの健やかな育ちのために必要なこと 

Ａ 家庭の子育て力と地域の子育て支援について 

Ｂ 子どもの体験活動、地域（大人）との関わりについて 

Ｃ その他子育て全般について 

 
少子高齢化や核家族化、保護者の就労状況の変化など、米原市においても、子どもと子育

て家庭を取りまく環境は大きく変化しています。こうした状況の中、米原市の子どもたちの

健やかな育ちのために必要なことについて上記３つの視点で話し合います。 

 

② タイムスケジュール 

 グループワークは、１時間を目安に行います。 

進め方・資料説明 

（15 分） 

グループワークの進め方やニーズ調査の結果概要など資料について

説明を行います。 

グループワーク１ 

課題の共有 

（20 分） 

①「家庭の子育て力と地域の子育て支援について」「子どもの体験活

動、地域（大人）との関わりについて」「（A、Bに該当しない）その

他子育て全般について」課題だと思うことをフセン紙に記入します。 

②各グループで発表しながら模造紙にフセン紙を張り付けます。 

③似た意見を分類しまとめていきます。 

グループワーク２ 

課題解決にむけた 

取り組みの検討 

（20 分） 

①「グループワーク１」であがった課題を解決していくために必要

なこと、取り組みのアイデアについて、フセン紙に記入します。 

②各グループで発表しながら模造紙にフセン紙を張り付けます。 

③似た意見を分類しまとめていきます。 

発表 

（５分） 
各グループで話した内容について、全体で共有します。 

 

■ グループワークの約束事 
 

 

 

 

 

  

   グループワークの実施について １ 



 

  

資料 ５ 

園との連携 虐待の早期発見 地域連携 遊び場が必要 

・・・・ 

参加しやすい講座開

催 
連携強化 イベント開催 参加促進 

・・・ 

・・・ 

 

 
 
 

グループワーク１ 

① 意見をフセンに書きましょう 

●「家庭の子育て力と地域の子育て支援について」の課題をピンクのふせんに、「子どもの

体験活動、地域（大人）との関わりについて」の課題をブルーのふせんに書いてみましょ

う。 

 

【注意点！】 

※必ず１枚のフセンに１つの意見のみ記入して

ください。 

② 書いた意見をグループで共有しましょう 

●フセンに意見を書いたら、グループ内で発表し

合いましょう。 

③ フセンを模造紙に貼りましょう 

●フセンを模造紙に貼っていきましょう。 

●テーマごとにフセンを整理・分類してみましょう。 

  ※余裕があれば、分かりやすいようにさらに細かく分類してみましょう。 

 

グループワーク２ 

●「グループワーク１」であがった課題を解決していくために必要なこと、取り組みのア

イデアについて、①～③の流れで検討します。 

 

（模造紙のイメージ） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   グループワークの進め方 ２ 

米原市の子どもたちの健やかな育ちのために必要なこと 

家庭教育・地域の子育て支援 子どもの体験活動、地域との関わり 

 

（例） 

Ａ 

子どもと過ごす時

間が減少している 

Ｂ 

子ども会に参加し

ない家庭が増えて

いる 

課題 

必要な 

取組 

その他 


